
　平成 31 年度の胃がん検診から、従来のエックス
線検査と、内視鏡検査のいずれかを選べるようにな
りました。がん検診として胃内視鏡検査を受けるこ
とで、胃がんの死亡率を下げる効果があることが科
学的な根拠によって明らかになり、国の方針で追加
できることになりました。本市においても、実施で
きる体制が整い、住民健診として県内初の導入とな
りました。
■胃内視鏡検査とは
　胃の中を内視鏡で直接観察する検査です。胃の中
の小さな病変を見つけることが可能です。ただし、
まれに注射や麻酔によるショック、出血や穿
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（胃
の粘膜に穴を開けてしまうこと）といった医療事故
の危険があります。検査を受ける前には、担当医か
ら検査の準備と内容、不利益について十分な説明を
受けてください。

　小児がかかる感染症には、軽症で済むものから重
篤な疾患を引き起こすものまで様々あります。近年
は、重篤な感染症に対して予防接種が開発され、病
気を予防できるものが増えてきました。ワクチンの
種類が増えたことで、受診回数や注射回数が増加し、
赤ちゃんの負担になったり、スケジュールが複雑に
なったりするという課題もありますが、予防できる
病気を予防して子どもが健康に育っていけるよう努
力することが、養育者と社会にとっての責務です。
今回は、赤ちゃんが生まれてから２か月の時に接種
するヒブ・肺炎球菌ワクチンについて説明します。
　ヒブとは「インフルエンザ菌 b型」の略称です。
冬に流行するインフルエンザの原因となる「インフ
ルエンザウイルス」とは全く別の病原体です。イン
フルエンザ菌は、髄
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症感染症の原因となる菌です。髄膜炎では、脳・脊
髄を包む「髄膜」に細菌が感染し炎症が生じること
で、発熱・けいれん・意識障害などの症状を発症し

ます。抗生剤で治療しますが、治療の甲斐なく亡く
なることも時にあります。後遺症として発達・知能
の障害や難聴、麻痺が残ったり、てんかんを発症し
たりすることもあります。
　肺炎球菌も同様に、特に２歳以下の小児では、肺
炎のみならず髄膜炎や菌血症などの重篤な感染症の
原因となります。ヒブ・肺炎球菌による髄膜炎が起
こりやすくなる生後２か月（母親からの移行免疫が
低下してくるため）から予防接種を開始して、生後
６か月までに初回３回の接種を済ませましょう。１
歳を過ぎた頃には、追加の予防接種も忘れずに。
　その他、ロタウイルス、Ｂ型肝炎、百日咳、はし
か、水痘など、小児にとって重要な予防接種を必要
な時期に接種するよう、かかりつけ医と相談してい
きましょう。

■問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

■問合せ／健康課健康企画担当☎ 24-8181

■受診方法
　本市の胃がん検診は年１回で、エックス線検査若
しくは内視鏡検査のどちらか一方を選んで受けてい
ただきます。
　●�エックス線検査…個別健診、集団健診、鷹山ドッ
クで受診してください。

　●�内視鏡検査…個別健診で受診してください。
※�対象者や検診料金、実施可能な医療機関などの
詳しい内容は、広報よねざわ４月 15 日号と一緒
に全戸配布する「平成 31 年健診ガイドブック」
に掲載されます。
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